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みんなの ｢な ん な - の ?｣を 伝 えるこど も 記 者 の ための新聞LY

モノづくりを榛東坂村

t!モぐんtEそfち ひ与 だい れ1しん81
木曽郡木曽町で1B開いた第5匝l信毎こどもスクール｢モノづくりの
こくい さいせんJtん eモでんとう 増 し止うびくtzt一 書レ● ⊂̂
極意～最先端田ポットと木曽伝統の技｣を､小学生のこども記者10人
Lhさい か eL,, し書の軌l亡ちL̂ふん しんまい しんふんめん
が取材しました｡書いた記事は､信濃毎日新聞の｢信毎ことも新聞｣面色ひEZL,ともZm 叫し だいけんと▲うしっ
にのり､ロボットクリエーターの高橋智隆さんのお話や三つの体験教室
払lよう ± ひと つ亡
の内容を､来ていない人にもくわしく伝えることができました｡

BJ)し Jk Ebl1し
お話の後､こともたちに囲まれる高橋さん

藤

eレ● LJ丘ん たいrlん亡▲5しっ さんZl つく
こども記者はスクールで､自分たらも体験教室に参加｡ロボット作り
こうさく ら▲うせん しっもん いつLJlうけん也l と
や工作などに挑戦しながら､質問したり一生懸命メモを取ったりしまし
亡いへん 掛1rlん 叩し
た｡大変そうでしたが､｢いろいろな体馬実ができてうれしかっだ｣｢お話± J:5=
を聞いてウクワクした｣と喜んでいました｡

鮎 w a鼓的トロビッドヽ
Llilゆ 去去薮

畠甑 季戎′エフタイFTITル○よさ韓轟u.1曽■
zBltfんnつ 如しと n?lJJ■ と
最前列でお話を聞きながら､熱心にメモを取ることも記者たら

嵩烏さんがアドバイス ｢クロールロ札の莞鋸
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尋 邑 旦 包 EB母盟 曲 _Ej lB 冨 覇

さモ さ しゃ しん た

木 曽 の 木 む だ にし な い写 真 立 て
もりレたささ書 レ◆
森下咲締記者(呆白筋･;j簿3葦)
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スクール終了後､高橋さんはことも記者の取材に

ていねいに害えてくれました

闇 蓑操のi'蛾 仏 -め?など､遠島の点数こ血いてみたいよ があれば､細 島舶 ZTE畠鮎 批 よ蝿 どしどし逢ってde･さいね｡できるか軌 ､遠島諾 も由毒二ユ-スで適 えし好 ｡


